






研究目的 

 新生児期の早期刺激には 2つの範疇がある。それは器具,装置やあるいは NICU勤務者に

よる新生児への感覚的刺激と両親・児接触との 2つである。 

 第 1 の範疇は各種の感覚的刺激による。新生児期における補足刺激の種類には,触覚刺激,

揺りかご,心拍音あるいは母親の声を録音して聞かす補足的聴覚刺激,ウオーターベッ

ト,non-nutritivesucking 刺激,触覚一筋肉運動刺激,視覚刺激などがある。これらの刺激

の効果の判定は児の行動評価や発達で多くの場合なされる。 

 第 2 の範疇は焦点を母親および新生児にあてている。これは moter-infant bonding およ

び mother-newborn separation に関係している。 

  これまで,低出生体重児におしゃぶり刺激,触覚刺激,視覚刺激等の感覚刺激を与え,新生

児期発達に与える影響を研究目的としてきた。 


